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キャンパス・セクシュアル・ハラスメント防止のために　〈キャンパス人権委員会より〉
　全ての学生および教職員がお互いに人格を尊重し、快適な環境のもとで勉学、教育・研究、職務を遂行するために、大学においてセクシュアル・
ハラスメントは絶対にあってはならないことであり、未然に防止することが重要です。本学では「キャンパス人権委員会」を設け、委員が学生や教
職員の相談に応じ、またセクシュアル・ハラスメント行為防止の啓発活動を行っています。

※「キャンパス・セクシュアル・ハラスメント相談ガイド」リーフレットは、PorTaⅡダウンロードセンター（学
　生用フォルダ ＞ 学生生活 ＞ 相談・ハラスメント防止）に掲載していますのでご覧ください。

※変更がある場合は、その都度PorTaⅡでお知らせします。

Q どのような救済措置がとられるのですか？
またプライバシーは守られますか？

A

Q  セクシュアル・ハラスメントの被害を受けたら、まず何をすべきですか？

A

キャンパス人権委員会委員　 E-mail:jinken@ml.dokkyo.ac.jp
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　　ひとりで悩んでいても決して良い結果は出ません。キャンパス人
権委員に連絡をとってください。どの委員に連絡をとってもかまいませ
ん。直接会うか、電話、メール、手紙を利用してください。学生課、カウンセリ
ングセンターも相談を受け付けます。

　　キャンパス人権委員が相談を受け付け、助言をしながら、人権委員
会において最善の解決策を探ります。被害の状況によっては、学長は
行為者に対し、厳正な処分を講じます。なお、相談等を受ける際、相談
内容等において、個人のプライバシーを厳守します。

訃  報

波形　昭一 （なみかた・しょういち）
名誉教授
2020年12月12日、病気のため死去、79歳

　経済学部では日本経済論を担当した。植民地期の台湾・満州にお
ける経済政策や企業経営の専門家であるとともに、金融政策や銀行
経営など金融史研究でも第一人者であった。研究の特徴として、それま
での研究で取り上げられていなかった実務家や経済団体を題材にして
いることがあげられる。史料への丹念な渉猟を通じて、名前が埋もれが
ちな経済人などへの畏敬の念を抱いた為と考えられる。大学図書館で
マイクロリーダーを操作している姿を幾度もお見かけした。深い知識に
基づく先生のお話を、混迷した時代だからこそ聞いてみたかった。

（ひらい・がくや　経済学部教授）

歴史研究者かくあるべし
平井岳哉

米山ゼミ
環境省「水・土壌環境保全活動功労者表彰」受賞
　2020年12月、国際環境経済学科米山昌幸ゼミの「伝右川再生に向
けた支援プロジェクト」チームが「令和2年度水・土壌環境保全活動功労
者」として表彰された。これは、水・土壌環境の保全に関し、顕著な功績
のあった団体や個人に対する環境省による表彰で、大学として初めての
受賞となった。プロジェクト
チームが2013年度から市
民団体やNPO法人、行政等
と連携し行ってきた、伝右川
の再生・浄化活動や啓蒙活
動などが評価された。
　3月16日、表彰状伝達式
が埼玉県庁にて開催され、
小池要子埼玉県環境部長よ
り米山教授に表彰状が授与
された。

クラブ・サークルが新入部員を募集中
　獨協大学の29の文化会団体(部)、35の体育会団体(部)、45の
愛好会団体(サークル)では、現在、新入部員を募集しています。
　各団体の情報は、以下のいずれかから取得可能です。
■大学ホームページでどんな団体があるか調査
　トップページ ＞ 学生生活 ＞ クラブ・サークル
■冊子『雄飛』で団体の活動を確認
■獨協大学学友会新入生歓迎ページ（QRコード）をチェック
■各種SNSで団体を検索し、団体宛にメッセージを送信
　(送る前に冊子『雄飛』に記載されている
　 アカウントかどうか要確認)
■学友会総務部長室事務課
   （学生センター3階）のスタッフに相談

　活動見学の際には、
事前に各団体へ連絡
し、必ず見学許可を得
てください。

でんう

表彰状伝達式の様子
（左・小池環境部長、右・米山教授）

獨協大学ニュース 学生記者募集
　学生記者は『獨協大学ニュース』に掲載する記事の取材、執筆、
特集記事のレイアウトなどの編集、納品後の配架作業などを行い
ます。学友会（クラブ・サークル）活動との掛け持ちもOK。記事を書
くことや、写真に興味がある方（特に１・２年生）は、以下の説明会に
参加してください。
■学生記者説明会
日　時　第１回　5月10日（月）12：50～13：20
　　　　第2回　5月11日（火）12：50～13：20
　　　　※いずれも同じ内容です
　　　　※説明会はZoomによる同時配信を行います
会　場　（対　面）東棟E-312教室
　　　　（Zoom）URL・ミーティングID・パスコードは以下より
　　　　　　　　ご確認ください。
　　　　　　　　PorTaⅡ ＞ 掲示 ＞ 掲示板 ＞ お知らせ・ご案内
 　　　　　　　  ＞ 学生記者募集のお知らせ
問合せ　総合企画課広報係　 048-946-1683
　　　   kouhou@stf.dokkyo.ac.jp

1970年 経済学科専任講師
1975年 助教授
1982年 教授
1984年 学友会文化部長

1990年 経済学科長
1997年 広報部長
2012年 名誉教授

冊子『雄飛』表紙

　本学は、2020年11月にカナダ・サスカチュワン州にある州立大学、レ
ジャイナ大学（University of Regina）と学術交流協定を締結した。カナ
ダの協定校としては３校目となる。教養、ビジネス、教育、工学・応用科学、
運動・健康、メディア・芸術、看護、科学、社会福祉の9学部を擁し、190 以
上の専攻を提供している。学生総数は約1万3千人。また、キャンパス内に
3つの関連カレッジ（Campion College、Luther College、First 
Nations University of Canada）がある。
　2021年3月には、レジャイナ大学のLanguage and Cul ture 
Programがオンラインで実施され、獨大生3名が参加した。参加学生は
語学だけでなく、カナダの文化や多文化社会について学んだ。
　前沢浩子国際交流センター所長は「レジャイナ大学は、特にジャーナリ
ズム、メディア学、公共政策やビジネス等の研究が進んでおり、本学で学
ぶ学生にとって良い留学先になる。また、オンライン留学も実施しており、
費用を抑えて参加できる点からも学生のメリットは大きい」と語った。
　国際交流センターでは、2021年度夏季休業期間も、レジャイナ大学の
オンラインプログラムを実施予定。
　詳細は国際交流センター（048-946-1918）まで。

レジャイナ大学（カナダ）と学術交流協定を締結
　3月31日、本学の「埼玉県SDGsパートナー」への登録が完了した。
この制度はSDGsの取り組みを自ら実施、公表する県内企業・団体等を
「埼玉県SDGsパートナー」として埼玉県が登録するもので、SDGs達成
に向けた具体的な行動を促進することなどを目的としている。埼玉県内
の大学としては、初めての登録となった。
　今回の申請にあたり、本学は重点的な取り組みとして「CO2排出量削
減」「SDGs人材の輩出」「ダイバーシティ＆インクルージョンの推進と女
性の活躍推進」の３点を挙げた。毎年取り組み状況を検証し、2030年の
目標達成を目指す。
◆SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）とは
　2015年9月の国連サミットで採択された2030年までに達成すべき世
界目標。「貧困をなくそう」や「人や国の不平等をなくそう」などの17の目
標と、それらをより具体的に示した169のターゲットから構成される。
◆ダイバーシティ＆インクルージョンとは
　国籍、性別、宗教、年齢、障がいの有無、性的指向・性自認などの違いを
受け入れ、多様性を積極的に活かすこと。

埼玉県SDGsパートナー登録

　3月27日、オープンカレッジ特別講座「ハプスブルク史への招待̶マ
リア・テレジアの時代̶」（主催・エクステンションセンター）をオンライ
ンで開催した。講師は上村敏郎ドイツ語学科准教授が務め、ハプスブ
ルク家で唯一の女性君主マリア・テレジアについて講演した。
　上村准教授は講演の中で、18世紀のヨーロッパで感染が拡大して
いた天然痘に対して、マリア・テレジアはどのように向き合い、対処した
のか、当時の資料などを提示し解説した。講演の最後にはチャット機能
を使い、質疑応答を行った。
　終了直後に行った受講者アンケートには「教科書では学べない内容
を聴くことができ、刺激を受けた」、「天然痘と闘った当時の話は（新型
コロナウイルス感染症の感染が拡大する今だけに）身近に感じた」と
いった感想が寄せられた。今回は、オープンカレッジ特別講座として初
めてのオンライン開催となった。北は北海道、南は長崎県から参加があ
り、280名が受講した。

オープンカレッジ特別講座（オンライン配信）
「ハプスブルク史への招待
　　　　　 ̶ マリア・テレジアの時代 ̶」開催

　2021年度の獨協大学入学志願者数が確定した。一般選抜（大学入
学共通テスト利用入試を含む）の志願者総数は15,670人（前年度比
78.2%）で、前年度の20,050人から4,380人減少した。また、2020年
12月に実施した学校推薦型選抜、総合型選抜、その他の選抜の志願者
数は1,226人（前年度1,223人）で、一般選抜と合計した志願者総数は
16,896人（前年度21,273人）となった。受験生の安全志向による一
般選抜から総合型・学校推薦型選抜へのシフトや、受験生一人当たり
の併願受験数の減少などが、今回の結果に影響した。2022年度入試
に向けて、入試制度を見直すとともに、入試広報を重点化し、志願者数
回帰を目指す。
　原成吉入試部長は「18歳人口の減少と私立大学の入学定員厳格化
を背景として、受験生の大学選びはより一層慎重になりつつある。
2022年度入試では受験生の視点に立った入試制度改革などを推進
するとともに、改めて獨協大学の魅力を感じてもらえるよう、オープン
キャンパスやＳＮＳなどを通じて積極的にPRしていきたい」と語った。

2021年度入試状況総括

レジャイナ大学のキャンパス（提供：レジャイナ大学）

オンラインオープンキャンパスを行う入試課スタッフ（2020年度）
（写真：講演中の上村准教授。背景はマリア・テレジアとその家族が描かれた
マルティン・ファン・マイテンス作『1754／55年頃の皇帝一家の肖像』）
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